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目的　妊産婦の衣服寸法設気の基硬ず料I  i

4-月の開に，妊産婦30例 の月利追跡剥定と行s い，第３報 と(.て報告しrt. 第牟報は，そ

の質料をもヒiい て対 象長ホ救極，胸・胴り 隻・腰部の横径l-対 ずる矢状径め比率。月数

によ7     姿勢の変化V と下 つい て検討 けこので報 告ずる。

方汰　第ろ報 で･報をけ-  とお'j である 。
齢髪　 巾 対身長雷数値で･k べり 月間に尺蒼い 唄ヽ訓a ，全 使丈(4'-|い 月8 ト28) ，

鏡胴紅 £ト6z) ，饉稿[リ ベ フパ', 予の他は月間l' *ヽ フリの差おみら八，特に屠 い のヽﾉa

股こ 前後長(47～より ，m 囲防トi-7) ，胴部矢状径(12.丿 幻。腹部 矢状 径(＼丿̂ り ，腹n  (

/2～2? ハ 体 重臼z⌒-3?バ'ある。　 口 々長の低 い渚の股)=こ前腹長，同格項目，胴・ 腹部

矢状径，腹角，体重の対身長示祓値は，各月とも身長とﾌ)高い渚よ'} 2 ～ぶX  !:■ ある・ け こ

タい て，妊棹 の躯幹 邨は身長(J>高n 男 よ')低丿者・心') 大下 みえる｡　(3) 胸・胴・腹・

腰都 の稽径に対 する矢状緩 め比肩

屠I <,  ^  ヵ月時の胴部矢状 径は槽径の約80  /,，腹部13 73 μで･あるK  ,    10 ヵ月時･r 胴部叫

μ. 腹部％μとV る。y お，矢状径お楕径 いﾆｰi わる者お胴部は7o 沁，腹部a 23 外T-･ある。

㈲ 男･  な 吃出産者別卜 糧径に対 する矢状径 の比率 と腹角の増加率£お ると.    男児出産考

の方お'各月とも大で■，特 に腹角の増加率iJ 文で■Sる，　 ぐ夕 妊 婦の腹部 ぼ漸 次x  とo- り，

前方l-突出するので，身体の重･りヽが前に夥る。鋸婦は平衡 を係つ胎めIt ぷ休 £後方＼-そら

i. い わゆる反身藤型とな`るヵも 産蹟 は酔態時の岑蓼にもﾉどる。
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目 的　 着 衣 基 体 と し て の老 人 の 体型 の 特 徴 を把 握 す る 目 的で 、 老 人 の 身 体計Sii な ら び に

写 真 撮 影 をi-  こ4 っ た が 、 今回 は 身 体 計 測値 に つ い て 一 部 を報 告 す る 。

方 法　 資 料 は 、 昭 和51  年3 月 に 京 都 市 北 区小 野 郷 お £ び 、 京 都 府 北 桑 田 郡 京北 町 細 野 在

住 の60 才 か ら91 才 ま で の男 子59 名 、女 子8S 名 、 合 計14 ２ 名 で あ る 。 研 究 項 目 は 、身 体 計 測

値30 項 目 で体 型 把 握 は 示数 値 にI っ た 。す 左 わ ち 、 身 長 を尺 度 と し た10  項 目 、胸 囲 を 尺 度

と し た:10 項 目 、i-  よD-'長 幅 示 数４ 項 目 等 と し 、 更に モ リ ソ ン の 関係 偏 差 法に よっ て 、 体 型

の総 合 比較 を*.- こ た っ た 。

結 果　 各 項 目Ire お い て 計 測値 の範 囲 か 広 く 、特 に 女 子 の周 径 項 目.-  I び 体 重 の 標 準 偏 差

が 大 きい 。年 代 的 変 化 に つ い て は 、 高径 項§ k: i-> い て 漸 少 の傾 向 が み ら れ る 。示 数 値 に つ

い て み る と 、男 女 共 、腹 囲 ／ 胸 囲,    腰B ／胸 囲> 胴 部 矢 状 径／ 横 径 、 腹 部 矢 状径 ／ 横 径 が

大 き な数 値を 示 し 、胴 部 を 中 心 Ｋ 体 型 か 変 化し て い る こ と を示 し て い る 。 モ リ ソ ン の 関 係

偏 差 折 腺にI  り 体 型 を総 合 的 に 判 断 し た結果 、20 才 代 に 比 べ て 男女 と も高 径k:  参 い て 負に

偏 す る 傾 向 が み ら れた が 、 女 子 の胴 囲 お よび ロ ーレ ル示 数 は 正 に 偏 し てI/-, る 。


